
南房総市中継施設場内処理業務委託仕様書 
 
　受注者は、南房総市（以下、「発注者」という）が委託する南房総市中継施

設場内処理業務委託をこの仕様書に記載された内容に基づき履行するものとす

る。 
 
１　基本事項 
　　廃棄物の処理及び清掃に関する法律、労働基準法、労働安全衛生法、労働者

災害補償保険法、最低賃金法、道路運送車両法、千葉県、南房総市の関係条例

並びにその他関係法規を遵守し、南房総市中継施設（以下、「本施設」という。）

において廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和４５年法律１３７号）第２

条第２項に定める一般廃棄物（し尿及びがれきを除く、以下「ごみ」という。）

の場内処理業務を行う。 

 
２　目　　的 

　　この仕様書は、南房総市及び鋸南町から本施設へ収集運搬又は持ち込まれ

たごみの処理業務を衛生的、適正かつ安全に実施するための仕様とする。 

 
３　委託業務名 

　　南房総市中継施設場内処理業務委託 

 
４　委託期間 

　　委託期間は、令和９年４月１日から令和１２年３月３１日までの３箇年と

する。 

 
５　契約締結後の届出 
　　受注者は、契約締結後、速やかに次の書類を提出するものとし、契約期間

中に変更が生じた時は、その都度必ず書面にて発注者に報告しなければなら

ない。 
（１）場内処理の責任者、作業員の名簿並びに配置計画書 
（２）緊急時の連絡先 
（３）作業員の雇用を証明する書類及び労働安全衛生法による各車両の技能講

習終了証の写し。 
 
６　場内処理業務 

本施設へ持ち込まれたごみを、次のとおり処理をすること。場内整理要員

として常時１０名以上配置した上で、業務が完遂できる人数を配置すること。

なお、市で想定している人員配置は以下のとおりである。 

 



 

（１） 発注者の指定する品目毎に分類すること。 

（２） 場内への持ち込みに対し、発注者管理車両及び重機（ショベルローダ、

バックホウ（３点式機械フォーク）、フォークリフト）を必要に応じて使用

し、対応すること。ただし、車両及び重機については、資格（免許証等）

を有する者が操作・運転すること。 

（３） プラスチック類、金物類、ビン、ガラス・せともの類、古紙・布類は必

要に応じて破袋し、搬出しやすいように資源棟で整理集積すること。主な

品目ごとの作業の流れは別紙１に、搬出量は別紙２を参照。 

（４） 小型家電はできる限り電池及びバッテリー等を外し集積すること。 

（５） 空き缶は選別・圧縮機を使用してブロック状に成型すること。 

（６）可燃性粗大ごみ等（家具、布団、ベッド、その他草・木・小枝等）の整理

整頓や破砕機への運搬を行うこと。 

（７）自己搬入によるごみを一般車両受付ヤードにて受付け、分類して中継棟ま

たは資源棟に運搬すること。 

（８）収集に使用したカゴや網の整理を行うこと。 

（９）その他発注者の指示するものを実施すること。 

（10）可燃ごみの積替え及び可燃性粗大ごみの破砕は業務対象外とする。 

 

７　付帯業務 

（１）本施設内を常に清潔に保つため適宜、清掃、整理整頓を行うこと。なお、

その際に使用する用具（表１　清掃用具一覧）は受注者で用意し、所定の場

所に保管すること。 

（２）業務で使用する設備、機器（ショベルローダ、バックホウ、フォークリフ

ト、洗車設備等）、道具の保守管理をし、整理整頓をすること。 

（３）使用車両の洗車、日常保守機能点検（道路運送車両法第４７条の２第１項）

を行うこと。 

（４）搬入路及び施設周辺沿道の草刈りを行うこと。 

①　草刈りの範囲　別紙３参照（赤線部分） 

②　草刈りの時期　年間５回とし、時期は発注者の指示によること 

③　刈払機及び燃料の用意・管理は、受注者負担で行うこと。 

④　事故等については十分に留意し、安全第一に行い、万が一事故が起きた

場合は、受注者の保険にて対応すること。 

（５）施設周辺の側溝清掃（別紙３参照（緑線部分））を適宜行う。 

（６）場内（周囲含む）の草刈りを適宜行う。 

（７）市内環境美化運動としてごみゼロ運動等に協力し、廃棄物処理に従事する

こととし、発注者が選任する監督職員の指示のあった時間に人員を配置す

 項目 想定人数

 一般車両受付ヤード対応 ３

 空き缶プレス作業 ２

 破袋・分別・分解・場内運搬・保管・備品整理 ５

 （予備人員） １



ること。 

 

表１　清掃用具一覧 

 
 

８　従業員に対する労働基準法及び最低賃金法の厳守 

（１） 本業務の遂行に際し、受注者は従業員に対して労働条件の明示、賃金の

支払いなど適正な労働条件を確保すること。 

（２） 労災保険、雇用保険、厚生年金等に加入し、その書類が整い次第、発注

者へ写しを提出すること。 

（３）労働基準法及び最低賃金法を厳守すること。 

 

９　従業員が業務に従事する日及び時間 

（１） 月曜日から金曜日までの午前８時３０分から午後５時までとし、休憩時

間は、正午から午後１時までとする。休憩時間を指定してあるが、作業状

況に応じて休憩時間を調整することができる。ただし、休憩時間を減らす

ことのないように調整すること。 

（２）祝日の本施設稼働日は、前号と同様とする。 

（３）土曜日及び日曜日の本施設稼働日については、午前８時３０分から午後０

時３０分まで場内整理として配置すること。なお、作業が終了した場合は、

市職員の了承を得て、終了時間以前に業務を終了することができる。なお、

第６項本則で示した常時配置人数は適用しない。 

（４）業務への従事を要さない日は、以下の通りとする。 

　・国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８条）に規定する祝日のう

ち、以下の祝日及び休日 

元日、建国記念の日、天皇誕生日、春分の日、憲法記念日、みどりの日、こ

どもの日、スポーツの日、文化の日、勤労感謝の日及び９月を除く国民の休

日 

　　上記を基本とするが、市のごみ収集状況に応じて変更する可能性がある。 

　・１月２日及び１月３日 

　・第１土曜日、第２日曜日、第３土曜日、第４日曜日、第５土曜日 

（５）１２月２９日から１２月３１日までの業務への従事は原則として第１号

の規定に準ずることとするが、市のごみ収集状況に応じて別に定めること

とする。 

（６）前５号に定めるもののほか、従事する日及び時間の変更が必要になる場合

は、発注者と受注者が協議することとする。 

 

およそ　　 ２０本
およそ　 １２０本
およそ　　 ５個
およそ　 ５本
およそ　　 ６０本
およそ　 １０個
およそ　　 １０本ゴム製水切り

年間使用量
年間使用量
年間使用量
年間使用量
年間使用量
年間使用量
年間使用量

床ほうき
竹ほうき
ちりとり
金熊手
竹熊手
手箕



１０　作業の安全衛生対策 

（１）作業にあたっては安全を十分に確保し、安全講習を適宜行い、作業の安全

管理に留意するとともに、衛生面にも配慮し健康診断等を実施すること。予

防接種（Ｂ型肝炎）についても適宜実施すること。また、熱中症対策として、

必要な措置を講じること。 

（２）危険防止に努め、また公害等が発生しないよう衛生的なごみ処理を行うこ

と。 

（３）勤務時間内は休憩時間を除き禁煙とし、本施設敷地内では完全禁煙とする。 

（４）作業員は、作業服、ヘルメット又は帽子、作業靴、ゴム手袋等を着用し、

常に清潔に保つこと。 

 

１１　業務委託料支払い等 

（１）支払いは、月額払いとする。 

（２）受注者は、委託料を請求するときは、支払請求書を発注者に提出（当月分

を翌月５日までに請求すること。ただし、３月分については、３月末日をも

って請求すること。）しなければならない。 

 

１２　報告事項 

（１）毎日、業務状況を記録し、月単位にまとめ、業務日誌（業務作業員の名簿

や作業内容）とともに翌月の１０日までに報告しなければならない。 

（２）作業中に事故等が発生した場合は、直ちに発注者に報告するとともに、相

手がある場合には誠意を持って対応し、受注者の責任において解決するも

のとする。事故発生後は、可及的速やかに事故報告書を書面にて発注者に提

出すること。 

（３）受注者は、労働災害等の事故が発生した場合は、直ちに発注者に報告する

とともに、自ら適切な処置を講ずること。 

（４）受注者が市民等から業務に関する苦情等を受けたときは、直ちに事実確認

を行い、発注者に報告しなければならない。 

（５）第５項により届け出た内容に変更があった場合は、速やかに報告すること。 

 

１３　損害賠償 

受注者は、委託業務の遂行に際し、発注者及び第三者に損害を与えたとき

は、受注者の責任においてその損害を賠償しなければならない。 

 

１４　契約の解除 

　　発注者は次の各号の一に該当するときは、この契約を解除するものとする。 

（１）受注者が廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令（昭和４６年政令第３

００号）第４条第１号から第３号までに定める基準に適合しなくなったと

き。 

（２）受注者が契約書及びこの仕様書に違反したとき。 

（３）受注者の不信行為により、発注者がこの契約を継続することができないと

認めるとき。 

（４）発注者が廃棄物行政上、この契約を継続することができないと認めるとき。 



（５）受注者が委託契約を行うための機材及び人材の確保を、発注者が定めた期

日までに準備ができないとき。 

（６）受注者が発注者の指示に従わなかったとき。 

 

１５　解除の場合の補償責任免除 

　　発注者は、前項の規定によりこの契約を解除した場合においては、受注者に

対して補償その他いかなる便宜の供与も行わないものとし、受注者は、一切の

要求を行わないものとする。 

 

１６　その他 

（１）業務の詳細については、発注者が選任する監督職員と協議し、状況に応じ

た業務を行い、発注者の行う一般廃棄物処理計画が円滑に遂行するよう

努めること。 

（２）従業員の勤務態度、業務履行状況が不良であると認められる場合は、発注

者が従業員の変更を受注者に指示できるものとする。 

（３）毎年定期的に従業員の健康状態を確認するとともに、業務従事者には、従

業員の健康状態に留意し、本業務遂行に支障があると判断される場合には、

代替の従業員を用意すること。 

（４）本施設の運営が円滑に行われるよう配慮、協力すること。 

（５）本施設全体の運営、施設管理、計量は市職員が行う。 

（６）万が一、災害が発生した場合は市災害対策本部に協力するものとする。 

（７）現場事務所として従業員室（更衣室、トイレ等含め約５０㎡）を無償貸与

するが、退去時は入居時の状態に戻し退去すること。なお、退去の際は、発

注者の検査を受け、損傷部分については、修繕対応すること。ただし、自然

災害や経年劣化等不可抗力による損傷については、発注者は修繕を求めな

い。 

（８）現場事務所の電力については、その使用量に応じて市が電気料金を請求す

るので、負担すること。 

（９）節水に心がけること。 

（10）受注者は、本業務の処理の全部を第三者に再委託し、又は請け負わせては

ならない。 

（11）発注者は本業務の処理に関し、特に必要があると認めた事項をその都度受

注者に指示することができる。この場合において、受注者は当該指示に従わ

なければならない。 

（12）本業務従業員に対して十分な研修、教育及び指導等を行い、適正に収集及

び場内整備を履行することができる体制を整備すること。なお、その費用に

ついては、受注者の負担とする。 

（13）受注者は、業務の履行にあたり、業務上知り得た秘密を他に漏らしてはな

らない。また、契約期間が満了した後も同様とする。 

（14）本契約で発注者管理の車両や重機を業務内で適正に使用し、事故が起きた

場合は、発注者加入の保険で対応するが、契約に逸脱した行為や法令違反を

起こした場合はこの限りでない。 

（15）本業務は令和９年度から新規で開始する業務であることを踏まえ、受注者



からの業務上の課題解決に係る協議に対して、発注者は誠実に対応するこ

ととし、必要に応じて契約を変更するものとする。 

 

１７　業務の引継ぎ 

（１）受注者は、委託契約の締結の日から発注者が必要と認める期間において、

発注者から指導を受け、業務の遂行に支障をきたさないようにしなけれ

ばならない。 

（２）受注者は、業務満了日の翌日から発注者が必要と認める期間において、次

期受注者に対し、指導を行わなければならない。 

（３）前号に規定された業務に費用が発生する場合、指導する側、指導を受ける

側の両者で協議し、負担額を決めること。 

 

１８　疑義 

　　本仕様書及び委託期間中に疑義が生じた場合には、発注者と受注者とが協

議して定める。 



別紙１  品目ごとの作業の流れ

※容器包装プラ・製品プラの分別必要なし。

※破袋の必要なし。

１．プラスチックの処理イメージ（全地区地区共通）

各地区収集
持込

検儀谷
中継施設

保管
資源棟

処理
事業者

プラス
チック白浜・千倉

清掃センター



保管
資源棟

※外房分は破袋あり。

※収集カゴの整理あり。

２．空缶の処理イメージ（全地区共通）

各地区収集
持込

検儀谷
中継施設

分別作業
①ドリンクの缶
②それ以外の缶

①は選別・
プレス機
で作業 アルミ缶

プレス

白浜・千倉
清掃センター

スチール
缶プレス

②は鉄く
ずへ 鉄くず

処理
事業者



※残渣の返送

持込

持込

3-1.ダンボール・新聞紙・雑紙等の運搬イメージ（白浜・和田・丸山地区）

各地区収集
（処理事業者
へ直送）

処理事業者
検儀谷
中継施設

保管

白浜・千倉
清掃センター

検儀谷
中継施設

（収集作業員
による分別・
荷下し）

ダンボール

資源棟 処理事業者

新聞紙

保管

各地区収集

白浜・千倉
清掃センター

ダンボール

新聞紙

雑紙
検儀谷
中継施設

雑誌・雑紙 資源棟 処理事業者
雑誌・雑紙
牛乳パック



※残渣の返送

3-2.ダンボール・新聞紙・雑紙等の運搬イメージ（千倉地区）

千倉地区収集
（処理事業者
へ直送）

検儀谷
中継施設

保管

千倉地区収集
新聞紙

雑誌・雑紙

ダンボール

新聞紙

雑紙

検儀谷
中継施設

資源棟 処理事業者
（収集作業員に
よる分別・荷下

し）



3-3.ダンボール・新聞紙・雑紙等の処理イメージ（鋸南・富山・富浦・三芳地区）

保管

各地区収集
ダンボール

新聞紙

雑誌・雑紙

検儀谷
中継施設

資源棟 処理事業者
（収集作業員に
よる分別・荷下

し）



4.布の処理イメージ（全地区共通）

各地区収集
持込

検儀谷
中継施設

保管
資源棟

処理
事業者

布白浜・千倉
清掃センター



※規格外・残渣の返送

※回収ネット（内房のみ）の返送

5-1.ペットボトルの処理イメージ（富浦（原岡・多田良）・三芳（一部）・白浜・和田・丸山・千倉）

各地区収集

（処理事業者
へ直送）

処理
事業者

検儀谷
中継施設

白浜・千倉
清掃センター



※ラベル剥がし、キャップ外し必要なし

※規格外分別必要なし

※規格外・残渣の返送

※回収ネット（内房のみ）の返送

5-2.ペットボトルの処理イメージ　鋸南・富山・富浦（南無谷地区）・三芳（一部）

各地区収集
持込

検儀谷
中継施設

保管
資源棟

処理
事業者ペットボトル

※回収ネット
で保管



※詳細な分別の必要なし

※収集カゴの整理あり

注）外房地区収集分は白浜清掃センターに貯留し、
  処理事業者へ直接搬入するため、検儀谷中継施設への搬入はなし。

6.「空きびん」「ガラス・せともの」の処理イメージ（鋸南・富山・富浦・三芳）

各地区収集
持込

検儀谷
中継施設

保管
資源棟

処理
事業者

空きびん
ガラス類



注）外房地区分は千倉・白浜清掃センターに貯留し、
  処理事業者へ直接搬入するため、検儀谷中継施設への搬入はなし。

7.「草木類」の処理イメージ（鋸南・富山・富浦・三芳）

持込

検儀谷
中継施設

保管
草木エリア

処理
事業者

草木



鉄くず

アルミくず

電線

小型家電

加工物

有害ごみ（電池）

自転車

8-1.不燃ごみ（不燃性粗大ごみ含む）の処理イメージ（全地区共通）

各地区収集
持込

検儀谷
中継施設

分別作業
①自転車は
そのまま保
管
②その他は
分解して種
類別に保管

保管
資源棟

白浜・千倉
清掃センター

処理
事業者



8-2.不燃ごみの分解作業イメージ（電気類）

小型家電 処分

蛍光灯一式
器具→鉄くず 有価物

鉄くず 有価物 蛍光灯→破砕 処分

電線 有価物

炊飯器
小型家電 処分

時計
小型家電 処分

アルミ・鉄 有価物 電池 処分

電線 有価物

電線・イルミネーション・コード
リール

不燃ごみ・ベビーカー・ワゴン・
キャリーケース・台車

加工物 処分

電線 有価物

不燃ごみの分解作業イメージ（鉄くず）

ブラインド・トタン・ゴルフクラ
ブ・鉄ロッカー・草刈機・手提げ
金庫・一輪車

鉄くず 有価物

ガス台
鉄くず 有価物

電池 処分

かさ・パラソル・サマーベット・
アコーディオンカーテン

鉄くず 有価物

パイプイス
鉄 有価物

ビニール 燃えるごみ 木又はプラスチック 処分

電気ポット・電話・ファックス・
プリンター・ドライヤー・掃除
機・キーボード・ステレオセット
電気のこぎり・レンジ・トース
ター・オイルヒーター・餅つき機



8-3.不燃ごみの分解作業イメージ（アルミくず）

金網・サッシ
アルミくず 有価物

なべ・ヤカン・フライパン他
アルミ製品

アルミくず 有価物

ビニール 燃えるごみ

不燃ごみの分解作業イメージ（裁断するもの）

絨毯・プラスチックすのこ・す
だれ・よしず・カラーボックス
・こたつ板・タンス・食器棚・た
たみ・木材（10㎝以下）

破砕機までの運搬 （破砕は新明和工業が実施）

茶箱
破砕機までの運搬 （破砕は新明和工業が実施）

鉄くず 有価物

不燃ごみの分解作業イメージ（保管→運搬処分）

自転車・三輪車・車イス・原付自
転車（５０ＣＣ）

保管 処分

不燃ごみの分解作業イメージ（手作業）

マットレス
本体 燃えるごみ

スプリング 鉄くず 有価物



②缶類

③電池類

④蛍光管

リチウム

その他

分別作業 保管

①リチウムイオン電池

⑤体温計・血圧計

ペール缶①

透明な袋②～⑤

9-1.有害ごみの処理イメージ（鋸南・富山・富浦・三芳地区）

有害ごみ

ペール缶の中身を
保管する。 リチウムイオン電池

内蔵製品
資源棟 処理事業者

②～⑤は透明な袋
に入っており、有害
物質・可燃性などに
より、処理業者が異
なる事から分別を
行う。

スプレー缶
カセットボンベ

資源棟 処理事業者

電池 資源棟 処理事業者

有害物質使用の蛍
光管

資源棟 処理事業者

ＬＥＤ電球
資源棟
（不燃ごみ） 処理事業者

各地区収集
持込 有害物質使用の体

温計・血圧計
資源棟 処理事業者

電子体温計・血圧計
資源棟
（不燃ごみ） 処理事業者

検儀谷中継施設



収集 選別 保管

9-2.有害ごみの処理イメージ（白浜・和田・丸山・千倉地区）

有害ごみ①
スプレー缶・カセット
ボンベ・電子ライター・
電池・リチウムイオン
電池等

リチウムイオン
電池内蔵製品

資源棟 処理事業者

スプレー缶
カセットボンベ

資源棟 処理事業者有害ごみ②
電球・蛍光管・体温計・
血圧計等

電池 資源棟 処理事業者

有害物質使用の蛍
光管

資源棟 処理事業者

ＬＥＤ電球
資源棟
（ガラス） 処理事業者

各地区収集 有害物質使用の体
温計・血圧計

資源棟 処理事業者

電子体温計・血圧計
資源棟
（小型家電） 処理事業者

白浜・千倉
清掃センター

有害ごみ

外房地区

「缶・不燃ごみ」に収
集する有害ごみ①

「ガラス・せともの」
に収集する有害ご
み②

　資源棟の作業員
は、地域を確認し、
分別作業を行う。

検儀谷中継施設



別紙２ 搬出量実績

内房地区　R7搬出実績

ダンボール
（㎏）

新聞
（㎏）

雑誌・雑がみ
（㎏）

布類
（㎏）

アルミ
（㎏）

鉄缶
（㎏）

鉄くず
（㎏）

自転車
（㎏）

電線
（㎏）

アルミくず
（㎏）

びん
（㎏）

小型家電
（㎏）

加工物
（㎏）

４月 18,890 16,110 18,540 5,420 3,860 3,690 11,310 680 0 0 3,150 2,570

５月 20,020 14,450 14,550 8,010 1,980 4,090 11,020 190 0 840 4,010 0

６月 15,490 10,040 8,820 2,450 4,680 3,520 8,720 480 780 520 2,600 2,710

７月 22,570 13,240 13,250 4,730 2,130 3,260 10,300 460 0 0 1,440 0

８月 22,030 8,860 9,400 2,640 5,750 3,470 8,870 470 0 850 3,290 0

９月 22,470 11,770 12,150 4,190 3,960 0 9,370 460 990 670 3,130 2,760

１０月 16,510 15,070 7,210 2,750 1,960 3,440 8,730 430 0 0 2,500 0

１１月 18,780 11,130 10,310 5,140 1,970 3,500 11,210 450 0 580 3,350 3,080

１２月 18,450 12,220 15,550 8,170 4,810 3,600 13,380 450 910 1,120 4,430 0

１月 23,020 11,130 11,820 2,460 2,910 3,820 10,780 480 0 0 3,340 0

２月 14,550 11,080 12,380 2,510 0 0 7,460 223 0 0 2,320 2,670

３月 20,860 12,620 16,110 5,220 5,830 6,240 12,820 650 1,000 840 2,860 0

233,640 147,720 150,090 53,690 39,840 38,630 123,970 5,423 3,680 5,420 133,550 36,420 13,790

25,780

34,990

37,130

35,650



外房地区　R7搬出実績

ダンボール
（㎏）

新聞
（㎏）

雑誌・雑がみ
（㎏）

布類
（㎏）

アルミ・鉄缶
（㎏）

鉄くず
（㎏）

自転車
（㎏）

電線
（㎏）

アルミくず
（㎏）

小型家電
（㎏）

加工物
（㎏）

４月 10,580 12,550 13,990 3,080 5,580 7,410 0 0 310 4,950 2,320

５月 14,340 20,190 13,410 3,870 6,960 10,360 0 0 430 6,640 3,170

６月 12,820 17,240 13,740 2,870 8,400 7,230 790 0 300 7,030 2,340

７月 16,680 16,790 11,940 9,840 7,200 8,100 0 0 340 4,960 3,150

８月 17,130 18,330 13,410 0 8,620 7,230 650 0 300 6,550 2,430

９月 12,410 15,840 13,580 4,790 6,980 7,480 1,880 0 310 2,360 4,270

１０月 14,950 14,980 10,550 3,350 8,460 7,660 0 0 320 6,810 1,950

１１月 13,350 17,650 11,110 2,870 5,780 7,420 880 0 310 7,340 2,450

１２月 17,680 20,570 19,260 8,990 8,560 12,890 1,840 0 540 7,150 5,080

１月 17,620 18,200 15,780 3,080 7,320 9,590 880 0 400 2,270 4,060

２月 11,570 13,370 11,210 2,920 4,880 7,910 0 0 330 0 2,260

３月 12,340 17,320 11,010 7,340 7,400 9,450 2,490 3,470 390 2,300 4,100

171,470 203,030 158,990 53,000 86,140 102,730 9,410 3,470 4,280 58,360 37,580



別紙３　　草刈り・側溝清掃業務範囲

中継施設建設予定地

草刈範囲

側溝清掃範囲


